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AQPRについて

このプロジェクトは、
「クリエイティブで地域の課題と向き合う」
を研究テーマに掲げている上岡研究室に、
愛知県産業振興課より依頼された「愛知ブランド」
企業の中から研究者自身が選定して、企業の様々な
広報課題を研究し制作するものであり、又成果物に
ついては実際の企業活動に提供している。

今年度、愛知県から依頼された対象企業候補は15社
であった。この中からすべての企業の事前アンケー
トやHPなどを確認し、選定した。

(AQPRHPより一部抜粋：
https ://aichi-brand.jp/AQPR_UeokaLab/ )
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愛知ブランド企業とは

愛知ブランド企業 

ものづくり王国と言われる愛知県では、県内
製造業の実力を広く国内外にアピールし、愛
知のものづくりを世界的ブランドへと展開す
るため、県内の優れたものづくり企業を「愛
知ブランド企業」として認定しております。
（愛知ブランドwebサイトより抜粋）
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選定企業：小林クリエイト株式会社について

設立 昭和1937年４月 小林クリエイト株式会社を設立

小林クリエイト株式会社は国内初の計測用記録紙の製造
をはじめ、ビジネスフォーム、ラベル、各種カードの製
造・販売から、帳票へのデータプリント・封入封緘処理
の受託、更には医療分野・BPO分野をはじめとするソ
リューションの創出まで幅広い分野でお客様のあらゆる
ニーズに応えている企業である。

選定理由 

お客様のあらゆるニーズに答えられる様々な事業を展開
しているのにも関わらず印刷事業の印象が強く印刷事業
以外の事業があまり知られておらず就活生の選考が少な
い事実を知った。そこで同じ学生の目線で動画制作を行
い、多くの就活生に伝え、この会社に魅力や興味を持っ
てもらい多くの就活生に選考に進んでもらえるようにし
たいと考えたからである。
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研究制作過程 
4月16日

企業選定

4月23日

アポイント
メール

6月5日

初回訪問

8月7日

第二回目訪問

10月18日

第三回目訪問
ロケハン

11月26日

香盤表完成

11月29日

会社周辺下見

12月2日

撮影

12月10日

編集
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初回訪問

日時：6月5日（水）

場所：小林クリエイト株式会社

内容：①顔合わせ

②事業内容のご説明

③質問票へのご回答

④工場見学
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企業からの要望

• 学生目線という新たな視点から魅力を再発見。

• 説明会などで使用出来る動画の制作。
⇒リクルート向け動画

• 様々な事業展開を行なっているため、それが伝わる作品の制作。

• 新施設(工場)も動画に含んでほしい。

• ターゲット：何でもチャレンジ出来る方、挑戦を恐れない方。

(新卒、理系がメイン)
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企画案

表紙

吉田案

福田案

福澤案 ９



企画案決定

冒頭で興味、関心を引くためにゴシップ記事のようなインパクトのある編集を行
なう吉田唯人の「謎多き小林クリエイトの実態」が変わった視点でありながら面
白そうと言う理由により採用された。
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変更点（ゴシップ記事について）

・ゴシップ記事というのは個人的な事情についての、興味本位のうわさ話であり、

あまり良いイメージではない（出典：デジタル大辞泉）
(わかりやすく言うと、誰かについて面白いか面白くないかを基準にしたような噂話のこと)。

・ゴシップ記事の追っかけ取材はリアリティーがない。

以上の理由により「ゴシップ記事を取材」ではなく「投書が届き取材を行なう」という形に変更した。

引用
どう思う？SNSの拡散力…週刊誌ゴシップの真実とその背後にある倫理的問題
:https://mataiku.com/articles/entertainment-b01-20240421/#google_vignette

ゴシップとは？意味、類語、使い方・例文をわかりやすく解説
：https://imijiten.net/%e3%82%b4%e3%82%b7%e3%83%83%e3%83%97%e3%81%a8%e3%
81%af%ef%bc%9f%e6%84%8f%e5%91%b3%e3%80%81%e9%a1%9e%e8%aa%9e%e3%80%
81%e4%bd%bf%e3%81%84%e6%96%b9%e3%83%bb%e4%be%8b%e6%96%87%e3%82%92%e3%82%8f%e3%81%8b/

ゴシップ記事について調べた結果、上岡教授のご指導もあり事以下の事が分かった。
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動画ネタ案と変更点を基に内容を考案

小林クリエイト社から社員にしか分からない視点からの問題をまとめて送ってほし
いとお願いしたところ、その問題とそれに関するネタの案を送っていただいた。そ
の小林クリエイト社から提供されたネタ案をもとに絵コンテを制作した。

動画の設定は、小林クリエイト本社の所在地にちなむ「オガキエタイムズ」という
架空の出版社が登場する。この出版社に所属する横柄な態度ながらも仕事には忠実
な記者Aと、気弱な性格でいつも上司に振り回されがちな記者Bの二人が主人公だ。
二人は、「オガキエタイムズ」に寄せられる様々な投書をもとに、その真相を突き
止めるべく取材に奔走するというものだ。

また絵コンテを制作していた際、上岡教授から以下のアドバイスをいただいた。
・ゴシップはイメージが悪くなるため投書に変更した方がよい。
・リアリティーを求めるため出演するキャラクターの設定を細かく考えること。
・言葉遣いに気をつける。※例 ～を聞くではなく、～は出来ますか？
・ストーリーがつながるように撮影場所を考慮し、撮影を行なう。
これらに注意し絵コンテ案を10月28日に提案した。

1 2

3 4



絵コンテ ♯1 この時代に？印刷ってどんどん無くなっていくんじゃないんですか？編
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絵コンテ ♯2 もう帰るの？ちゃんと仕事は終わったんですか？編
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絵コンテ ♯3 黒い建物の正体とは？編
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香盤表
1日で撮影を完了出来るようにスケジュールを考え、香盤表を制作した。
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本撮影

日時：12月2日（月）8時～18時

場所：小林クリエイト 本社
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編集

12月10日から1月16日までAdobe Premiere proで編集を行った。
カット作業・字幕や効果音を入れる作業を行い、なるべく短い動画になるよう
に編集した。
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動画概要 ♯1 この時代に？印刷ってどんどんなくなっていくんじゃないんですか？編

タイトル 記者紹介 会社到着

取締役との会話 応接室に移動 質問開始

会議
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動画概要 ♯1 この時代に？印刷ってどんどんなくなっていくんじゃないんですか？編

工場見学の誘い 調査結果

記者のやり取り 次回予告

返答
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https://www.youtube.com/watch?v=nmnhYL2Lvik

♯1 この時代に？印刷ってどんどんなくなっていくんじゃないんですか？編

4分30秒

それではご覧下さい。
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動画概要 ♯2 もう帰るの？ちゃんと仕事終わったんですか？編

タイトル 記者紹介 張り込み開始会議

社員発見 取材開始 返答 取材終了
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動画概要 ♯2 もう帰るの？ちゃんと仕事終わったんですか？編

社員発見 返答 取材終了取材開始

調査結果 記者のやり取り 次回予告
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♯2もう帰るの？ちゃんと仕事終わったんですか？編

2分45秒

時間の関係上割愛させていただきます。

https://www.youtube.com/watch?v=wWZZRBi3rUo
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動画概要 ♯3 黒い建物の正体とは？

タイトル 記者紹介 工場到着会議

内覧会開始 2階案内 3階案内 4階案内
25



動画概要 ♯3 黒い建物の正体とは？

5階案内 記者Bの説明 オレンジ軍団に説明
を求める

オレンジ軍団発見

取材 調査結果 記者のやり取り エンディング
26



♯3 黒い建物の正体とは？編

6分34秒

それではご覧下さい。

https://www.youtube.com/watch?v=5ImYMPhh5gY
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企業からのヒアリング(コメント)

･全体的に当社が動画を通して伝えたいことをしっかりと伝えつつ、最後にクスっと笑えるようなシーン
もあり、バランスが取れた動画になっていると思います。
・コミカルな雰囲気もあり、親しみのある映像になっていると思います。
・３本ともタイトルの表示がキレイにおさまっている印象がありますが、疑惑として強調するなら、暗
い・ネガティブな雰囲気にしてもいいかと思いました。
（私見ですが「オガキエタイムス」の文字より、疑惑の文が目立った方が宣材としては使いやすいかと）
・今回の動画はドラマ仕立てになっているため、冒頭で「他社とは違う、なんだこれ？」と思わせること
ができ、タイパ重視・多数の企業動画を見ている就活生にも最後まで見てもらえる可能性が高いのではな
いかと思います。
・テロップは、実際に話した言葉が話し言葉で書き起こされているが、音声なしで視聴する場合も想定す
ると、文字としては書き言葉にしてもいいかと思いました。
（例：広まってきています⇒広まっています）
制作上のポリシーとして音声と字幕を一致させるのであれば、このままでも問題ありません！
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研究を終えて

福田圭竜

今回の研究制作を通して、実際に企業の方の課題解決に向けてコンテンツを作ることの難しさを実感した。
先輩方からもスケジュールは余裕をもって組んだ方が良いというアドバイスを貰っており、余裕を持って行動して
いったつもりだったが初めてのことばかりで予想以上に時間がかかってしまい、ギリギリになってしまった。進めて
いく内にやらなければいけないことや前もってやっていればよかったことなどが増えていき、ギリギリになってしま
うことが多かったと思った。撮影本番前に機材の確認がしっかりできておらず機材トラブルなども重なって時間がか
かってしまった。
編集では初めての長尺動画ということや、編集初心者ということもあり思い通りに作業が出来ない時もあった。そう
いった時にメンバーや上岡教授にアドバイスを貰い、協力しながら進めることが出来た。おかげで最後まで楽しんで
作業することが出来た。企業の方にも伝えたいことをしっかりと伝えつつ、笑えるようなシーンもあるバランスが取
れた動画になっているとの評価を頂けることができた。
悩んだり苦戦したりすることが多かったが、多くのことを学ぶことが出来た。来年からの社会人生活で、この研究制
作で学んだことを活かせる社会人になっていきたい。
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研究を終えて

福澤皓太

この研究で数々の事を学ぶことが出来ましたが、この研究で一番に学べたことは「人との協力の大切さ」です。
私は出来もしないくせに常に「一人でやらなくてはならない」という気持ちを持っており他人を頼っては失敗し
たときに言い訳が出来ないという考えで日々生活をしてきました。しかしこの研究を通して一人ではどうにもな
らない事が多く、上岡教授に添削をお願いしたり、同じグループの人に私が出来ない部分をお願いしたりする事
が多々ありました。自分の中にある考え方が曲げられるようで、最初は嫌悪感を覚えたのですが上岡教授の「こ
れは授業の一環ではあるが学校外に依頼主がいて実際に使われるかもしれない物なのだから、中途半端な物を作
ることは許されない。」というお言葉に感銘を受け、実際に企業様が私達の出ている動画を使って下さるかも知
れないという期待と、AQPRという上岡ゼミの伝統に泥を塗るわけにはいかないという焦りが芽生え、協力を求め

なければ使える物は作れないと考えるようになり次第に協力しなければならない大切さを理解する事が出来まし
た。これから社会に出て行った時には必ず誰かの助けを求める時や求められるときがあると思います。その助け
を快く受け入れかつ受け取る事をこの研究してきた時間を思い出し、常に大切にしていきたいと思っています。
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吉田唯人

今回の制作を通じて、企業とのやり取りの難しさを実感しました。特に、企画段階でのメールやミーティング
では、伝え方が曖昧になり、必要な情報を得るのに時間がかかることがありました。そのため、企画案や絵コン
テを提示する際は、具体例を交えて説明し、返信しやすい形に工夫しました。また、意見の優先順位をつけなが
ら議論を進めることで、スムーズなやり取りができると学びました。

スケジュール管理に関しても、余裕を持った計画を立てたつもりでしたが、企業からの確認や修正依頼により、
想定以上に時間がかかりました。特に、シナリオや絵コンテの修正を繰り返す中で、余裕を多めに取る重要性を
痛感しました。進捗を段階ごとに共有することで、スムーズな進行が可能になることも学びました。さらに、プ
レゼンテーションの際、自分では伝わっていると思っていたことが、相手にとっては不明瞭であることを何度も
経験しました。企画の意図をより明確に伝えるために、絵コンテや参考資料を活用し、相手の疑問点を丁寧にヒ
アリングしながら改善を重ねることが重要だと気づきました。

この卒業制作を通じて、コミュニケーション力と計画力の重要性を実感しました。特に、相手の意図を正確に
汲み取り、自分の考えを分かりやすく伝えることの難しさを学びました。また、現実的なスケジュール管理の必
要性を痛感したことで、今後はより計画的かつ柔軟な対応を心がけたいと思います。企業との共同制作を経験し
たことで、社会に出た際に求められるスキルを身につけることができたと感じています。

研究を終えて
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ご静聴ありがとうございました。
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